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男女共同参画社会とは
　「男女が、社会の対等な構成員として、自らの
意思によって社会のあらゆる分野における活動に
参画する機会が確保され、もって男女が均等に政
治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受する
ことができ、かつ、共に責任を担うべき社会」です。
（男女共同参画社会基本法第２条）

気づきうなずきフェスティバル
～知ってる？知っ得！みんなで男女共同参画～を開催
　1月 27 日、御代志市民センターで気づきうなずきフェスティバルを開催し、合志市内外から約 450 人の
参加がありました。男女共同参画を理解することにより、職場、学校、地域、家庭その他社会のあらゆる分
野で、男女がともに責任を分かち合い、能力が生かされ活力に満ちたまちづくりを推進することを目的とし
ています。このフェスティバルを通して、改めて「気づき」、なるほどと「うなずき」、一人ひとりができる
ことから取り組むきっかけになればと、毎年開催しています。
　今回は、くまモン隊の出演、㈱熊本県民テレビアナウンサー村上美香さんの講演、木のおもちゃ広場など
を開催し、子どもから大人まで多くの人でにぎわいました。

男女共同参画社会へ
向けて

一人の「100歩」より

100人の「いっぽ」を
！！

　市では、地域で活躍する地域リー
ダーを育成するため、毎年６月頃、
県主催の研修への参加者を広報紙な
どで募集しています。「職場や地域を
もっと心地良い場所にしたい」「みん
なが活躍できる場所を作りたい」と
思っている方、参加してみませんか。

平成29年度

男女共同参画社会づくり
地域リーダー育成事業に
参加して
　男女共同参画社会基本法が成立したのは 1999（平成 11）年の
ことです。この基本法ができて随分年月が流れたので、今回の研
修に参加するまで、男女共同参画社会の実現について、もはや特
別に目標に掲げたりしなくても、その考え方は浸透しているので
はないかと思っていました。それを確認するために、くまもとパ
レア主催の今回の研修に参加しました。
　そして分かったのは、用語としての「男女共同参画社会」は定
着していても、その実現はまだ道半ばであるということでした。
　昨年 3月、合志市では第 3次の推進行動計画が作られています。
4本の基本方針のそれぞれに推進項目が挙げられていますが、そ
こでは総合計画の主要な事業と密接に結びつき、担当各課が男女
のパートナーシップを意識しながら推進することになっています。
　横浜市や東京都大田区で実施している子育て支援や相談業務、就労支援など、合志市でやっ
ていないことはほとんどないと言っていいと思います。ですが特に男女共同参画推進行動計
画に関係があることとは思っていませんでした。見方を変えると、市の政策のほとんどを男
女共同参画という観点から捉え直すということができるということです。そういう意味では、
現状と課題はきちんと認識されていますが、それと成果指標の間をつなぐ変化や変わらない
問題点を具体的に把握して改善することが必要なのではないでしょうか。
　人口や予算規模が違う横浜市や大田区の
ような活動は合志市では難しいかもしれま
せんが、市民お互いを身近に感じることが
できるという強みもあると思います。
　男女共同参画社会の実現について学ぶ
ことは、私たち一人ひとりが自分の生き
方を改めて考えることでもあります。充
実した仕事と人生と、より良い暮らしと
社会を実現するために、視野を広げる
きっかけを多くの人に持ってもらえれば
と願っています。

上田　欣也さん

何事にも新しいことを始めるとき、その
「いっぽ」を勇気を持って踏み出せるように
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㈱熊本県民テレビアナウンサー。「テレビタミン」
を始め番組の進行、ニュース、ナレーションの
ほか、司会、取材、企画、制作など幅広く活躍。
2013 年からは自身の子宮頸がん罹患体験から「シ
リーズ子宮頸がん」を放送。番組やインターネッ
トでの情報発信、高校や大学など 60 カ所以上で
講演活動を行なっている。

講演会講演会

　同時開催の木のおもちゃ広場では、おもちゃイ
ンストラクターによる「おもちゃの遊び方講座」
や積木、さをり織の体験コーナー、押花しおりつ
くりを行ないました。木のぬくもりのあるおもちゃ
に子どもたちは夢中になって遊んでいました。

　　
ボボボボボボ
介介介介介

東京おもちゃ美術館による

木のおもちゃ広場
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NPO法人活動紹介
◆こどもあーと　九州沖縄子ども文化芸術協会◆

　3月24日、25日、人形劇やマジック、音楽、お芝居26作
品が一挙に上映される、第3回合志市国際子ども芸術フェ
スティバルを御代志市民センター他会場で開催します。子
どもも大人も楽しめる内容です。ぜひお越しください。詳し
くはホームページをご覧ください。
 九州沖縄子どもと舞台芸術出会いの広場　検索

◆ぽっかぽかすずかけ◆
　平成23年5月にスタートした住民参加型在宅福祉サービス
「ぽっかぽかサポート」事業で、団体登録第１号となった、合
志市安心生活サポートグループ「ぽっかぽかすずかけ」です。
　平成27年2月には地域住民の拠り所、居場所づくりの家
「よんなっせ」を開所。高齢者の一人暮らし等に寄り添う
支援活動を行なっています。

◆熊本おじゃめの会◆
　今年で設立20周年。健康増進を目的に、楽しく自然と
笑顔が出る「ヘルスアートお手玉」を行なっています。参加
者とのコミュニケーションをとりながら、素早く指を動かし、
頭を使いながらお手玉遊びをすることで脳の若返り効果
があります。子どもから大人まで気軽にできるお手玉で心も
体も健康になりましょう。

◆ぽっぽの部屋◆
　乳幼児（０歳～３歳）の子育てサポートを３つの部門で
行なっています。①つどいの広場･･･乳幼児の親子が気軽
に集う場所です。②一時預かり事業･･･保護者の病気や
家族の介護、看護等で保育できない場合に一時的に保育
を行ないます。③小規模保育事業･･･就労等で昼間保育
できない保護者に代わって保育する少人数保育です。

◆熊本転入ママの会　くまてん◆
　くまてんは、「熊本へ転入してきたママやプレママがス
ムーズに熊本に馴染み、まるで地元にいるような楽しい生
活が送れる」をコンセプトにしたママ（プレママ）サークル
です。転入ママだけの会ではなく、転入ママの目線で、熊
本をさらに素敵な街にしたいと活動しています。地元ママ
も転入ママも興味のある方は、ぜひ参加しませんか。

男女に関係なく、できる
人ができることをする社
会が一番いいと思う。

本音が言えるよう、相
手のことを思いやって
声かけしていきたい。

家族・夫婦での会話を
大切したいと思った。

感謝の気持ちはそのとき
に伝えていこうと思う。

今まで当然と思っていた自
分の感覚が正しいのか考え
て子どもに伝えていきたい。

参加者の声


